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○社 名： 株式会社 アートキューブ

○代表者名： 垣内 規誠

○所在地： 京都府 京丹波町

〇国産ジビエ認証 「京丹波自然工房」 第一号認証

〇国産ジビエ認証制度 認証委員

〇ジビエハンター育成研修会 委員・講師

○農水省 ジビエ利活用コーディネーター

プロフィール



いのしし：約5.5％
シカ：約13.5％

利用率

19％
3



1.7倍



ジビエペットフード



1位 北海道 94
2位 兵庫 51
3位 宮崎 36

全国
734施設



ジビエ拡大に向けた取り組み

〇令和元年度の水準から令和７年までに倍増させる。

〇目標達成に向け、需要開拓や国産認証制度の普及を図ると
ともに、人材育成やモデル地区の取組の横展開を進めるなど
安全・安心なジビエの供給体制の整備を推進する。併せて、
利用者向け産地情報のネットワーク化に取り組む。



「趣味や有害駆除のための捕獲」

先ずは目的意識から

「消費者に提供するための捕獲」



~ジビエ利用には捕獲からの衛生管理が重要～

ジビエハンター



目的この制度は、農林水産業等に係る被害防止のための鳥獣
の捕獲に際し、食肉に適した方 法で捕獲し、食肉処理施設に
搬入するまでの衛生管理に関する知識を有する捕獲従事者を
育成することにより、安全なジビエ（捕獲した野生のシカ及
びイノシシを利用した食肉を いう。以下同じ。）を確保する
など、捕獲個体の利用率向上を図ることを目的とする。

ジビエハンター

（ジビエハンター育成研修会）スタート



①総論 野生鳥獣による被害の現状、野生鳥獣の利活用、捕獲者の責務・心構え、
アニマルウェルフェアへの配慮

②関係法令に関する知識 鳥獣保護管理法、鳥獣被害防止特措法、食品衛生法
（HACCP ) 野生鳥獣肉の衛生管理に関するガイドライン国産ジビエ認証制度

③捕獲から食肉処理施設に搬入するまでの衛生管理の知識
食肉に適した銃による捕獲・罠による捕獲、止め刺し方法、衛生的な搬入方法

④捕獲個体の異常確認
捕獲した個体の異常確認個体の記録方法、トレーサビリティ、異常確認の取扱方法

⑤食品としての衛生管理、野外感染の可能性がある疾病に関する知識
食品衛生管理の基本、食中毒、主な疾病（寄生虫、CWD、豚熱など)

研修カリキュラム（案）



2015年スタート
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